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第39回Children Firstのこども⾏政のあり⽅勉強会

⽂部科学省委託事業 不登校要因調査報告
不登校の要因とエビデンスに基づいた⽀援の在り⽅
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⼩・中学校における不登校の状況について
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現在の不登校⽀援策の主流
不登校⽀援︓学びの場の確保、SC・
SSWの配置充実、学びの継続事業
→→ 約86億円（R5補正、37億）

不登校の調査研究
→→ 約5千万円（R5補正、15億）
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不登校もしくは登校不安定な児童⽣徒を対象にした
⽀援だけでは⾜りない

【個別⽀援】
問題・課題を抱える
児童⽣徒への介⼊⽀援

問題が
⾒えない群

不登校群
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Tier2︓問題の初期対応
早期兆候・問題課題の
初期への対応

Tier3︓個別⽀援
問題・課題を抱える
児童⽣徒への介⼊⽀援

RTIモデル︓RESPONSE TO INTERVENTION MODEL

Tier1︓全ての⼦どもが対象
健全な発達の⽀援
ポジティブな⾏動⽀援

（介⼊⽀援への反応モデル）
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Tier2︓問題の初期対応
不登校の早期兆候、
不登校の初期への対応

Tier3︓個別⽀援
不登校児童⽣徒、⼀⼈ひとりの実

態に合わせた個別⽀援

不登校対策のRTIモデル

Tier1︓全ての⼦どもが対象
登校が安定するための⽀援

不登校の要因の除去、登校の促進

学校復帰が不登校のゴールではない。

不登校対策は、⼦どもの傷つきをなく
し、すべての⼦どもにとって、居⼼地が良
く、健全な発達と学びを提供する場であ
ることが望まれる。
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Tier１の難しさ
l 問題が起きないようにする予防が重要だが、「問題が起きていない状態を保持す
る」という⽬標が⾒えにくい。

l しかも、何をすれば問題が起きないのか、がわからない。

l 様々な取り組みをしたとしても、その効果があったのかどうかもわからないので、取り
組みの継続が難しい。
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Tier２、３の難しさ
l 何が早期兆候なのか、わからない。
（⽋席が始まる、という段階では、既に問題が起きていると考えることもできる）

l 早期兆候に個⼈差があるかもしれない。

l 早期兆候を⾒つけられたとしても、どうすればいいのかが分からなければ始まらない。

l 個別の⽀援も、個⼈差、環境差があり、どうやってアセスメントを⾏い、どのような
⽀援を、どのような⽅法提供すればいいのかわからないという難しさがある。
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考え⽅︓不登校の要因（先⾏研究から考えるモデル）

11

背景
静的要因

● 発達障がい

● ⾝体障害

● 知的障害

● 精神障害

● LGBTQ

きっかけ要因
動的要因

● 学校⾵⼟
（教師⾏動）

● 学校のルール、規範
● 学習⽀援、授業
● 特別⽀援教育
● メンタルヘルス
● いじめ被害

● 対⼈トラブル（孤⽴）
● 教師との関係
● 進級・⼊学等の
環境変化

● 学業不振
● 失敗体験
● 家庭トラブル

● 家庭環境
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要因から⽀援に
l 静的要因は、基本的には変えられないし、そこを問題視すると⼈権侵害にあたる
可能性が⾼い。

l ただし、静的要因の中には、合理的配慮の提供、特別⽀援教育などのシステム
や⻑期に渡る⽀援を⾏なうことで軽減が可能なものもある。

l 教育側は動的要因に対して
アプローチする必要がある。
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R5年度⽂部科学省委託事業 不登校要因調査

今回の調査の特⻑

● ⽂部科学省の委託事業であることから、４つの教育委員会の全⾯協⼒を得た。
● 不登校の児童⽣徒だけでなく、そうでない児童⽣徒（⼀般群）について、本⼈、
保護者、教師の三者から回答を得た。

● 事実ベースでの調査とした。（教師の考えを聞くのではなく、把握している事実）
● 単なる記述統計ではなく、解析を⾏った。（統計的な関連、有意差を明らかにし
た）
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⾃治体ごとの実施数

実施数
教師調査 児童⽣徒調査 保護者調査

調査A 調査B 調査A 調査B 調査A 調査B

吹⽥市
(⼤阪府)

指定校 1,365 64 1,373 48 （未実施） 11

その他 （未実施） 522 （未実施） 48 （未実施） 62

府中市(広島県) 8
（未実施） 69 380 11 357 7

延岡市(宮崎県) 5,913 140 5,238 156 2,923 45

⼭梨県
⼩中学校 11,785 559 7,796 356 6,498 203

⾼校 4,448 70 3,523 76 2,013 21

合計 23,519 1,424 18,310 695 11,791 349

調査A︓R4不登校でない児童⽣徒、 調査B︓R4不登校の児童⽣徒
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教師・児童⽣徒・保護者回答の⽐較
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教師・児童⽣徒・保護者回答の⽐較（続き）
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背景要因
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教師が把握できる情報、難しい情報
l 難 し い ︓いじめ被害、教職員への反抗・反発、不安・抑うつ、体調不良、

⽣活リズム不調、感覚過敏

l 把握可能︓学業不振、宿題が出せない

教師による把握の困難さ、限界を認識する。
把握することが難しいことは、新たな⽅法を⽤いる。
→ 本⼈へのアンケート、ツールの利⽤など
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教師回答による不登校児童⽣徒と不登校でない
児童⽣徒の違い（きっかけ要因）
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教師回答による不登校児童⽣徒と不登校でない
児童⽣徒の違い（きっかけ要因）（続き）

21



© Child Developmental Science Research. | Confidential 

教師回答による不登校児童⽣徒と不登校でない
児童⽣徒の違い（背景要因）
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児童⽣徒回答による不登校児童⽣徒と不登校でない児
童⽣徒の違い（きっかけ要因）
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児童⽣徒回答による不登校児童⽣徒と不登校でない児
童⽣徒の違い（きっかけ要因）（続き）
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不登校⽀援（関連要因から）
【いじめ被害及び友達とのトラブルの予防】
児童⽣徒回答では、不登校の児童⽣徒の26.2％がいじめ被害を訴えている（不登校でない児童⽣徒は
15.0％）。また、不登校の児童⽣徒で「いじめ以外の友⼈関係のトラブル」を訴えている者は24.8％（不登校
でない児童⽣徒は16.6％）であり、友⼈関係の問題は不登校のリスクを⾼めると考えられる。いじめや友達関係
トラブルが起きにくい集団作り、対⼈スキルを学ぶ機会の提供が重要であり、集団に馴染めず、孤⽴している児童
⽣徒に対して早期に⽀援することが不登校の予防として必要である。

【教師の⾏動、学校⾵⼟の改善】
児童⽣徒回答において、不登校の児童⽣徒は「先⽣から厳しく怒られた・体罰」が16.7％（不登校でない児童
⽣徒は7.5％）、「先⽣と合わなかった」が35.9％（不登校でない児童⽣徒は14.3％）であり、教師の態度や
指導⽅法が不登校の要因になっている可能性がある。また、児童⽣徒回答・教師回答ともに、「学校のきまり
（制服・給⾷・⾏事等への不適応）」が不登校と関連している（オッズ⽐︓児童⽣徒3.94、教師20.40）。こ
うした学校のルール設定、活動の設定、教師の態度や指導⽅法は、学校⾵⼟を形作る要素である。学校⾵⼟の
向上は不登校の予防につながるものであり、COCOLOプランで述べられている学校⾵⼟の⾒える化、校則等の⾒
直しの推進、快適で温かみのある学校としての環境整備などが必要である。
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【授業改善、学習⽀援の充実】
「学業の不振」「宿題の提出」は、教師・児童⽣徒・保護者の三者でほぼ⼀致して回答割合が⾼かった。
児童⽣徒回答では、不登校の児童⽣徒の47.0％が「授業がわからない」、37.9％が「成績が下がった」、50.0％が「宿
題ができない」と回答している。加えて、不登校でない児童⽣徒についても成績が下がったと感じている児童⽣徒が多く、授
業改善や学習⽀援の充実は不可⽋であろう。

【児童⽣徒の体調、メンタルヘルス、⽣活リズムへの注⽬】
児童⽣徒回答では、「からだの不調」「気持ちの落ち込み・いらいら」「夜眠れない・朝起きられない」といった体調、メンタル
ヘルス、⽣活リズムの不調が、それぞれ不登校の児童⽣徒の7割前後に⾒られた。
⼀⽅、それらが2割未満であった教師回答から考えると、教師には児童⽣徒の不調を正確に捉えることは難しいかもしれな
い。よって、デジタル端末の活⽤など、児童⽣徒の不調に早期に気づく仕組みが必要である。
ただし、デジタル端末等を利⽤した児童⽣徒の⼼や体調の変化に気づく仕組みは、それを活⽤する教師の知識と⽀援体
制が伴わなければならない。

【背景要因へのアプローチ】
教師回答によると、発達特性、障がい、家庭の困難さなどが不登校と関連することが明らかになった。
これらは、合理的配慮、特別⽀援教育をはじめとする、⻑期間の継続的⽀援が必要なものである。
こうした要因をもつ児童⽣徒が多く不登校になっている場合、その学校、地域における特別⽀援教育の在り⽅、⽀援シス
テムの構築、保護者への⽀援について検討が必要であろう。
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考え⽅︓不登校などの問題の要因

28

静的要因は変えにくい。むしろ多様性を受け⼊れるべき今の時代、こうした要因があることが前提で学
校教育を考えるべき。
とすると、「不登校」は、個⼈・教育ミスマッチ状態と定義すべきであろう。
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今回の問題になったのは、「いじめ」「教師⾏動」「学習」「制服・給⾷・⾏事などのそ
ろえる⽂化」であり、これらは〝学校⾵⼟〟である。

• 学校⾵⼟の良さは、いじめ、不登校、暴⼒、⼦どものメンタルヘルスの悪化などを予防するだけでなく、
学⼒の向上、教師のメンタルヘルスの安定、離職率の低下に効果がある。

学校⾵⼟の良さは、いじめ、不登校（登校不安定）の保護因⼦
⼦どもみんなプロジェクトについて（児童⻘年期精神医学会、２０１９）

学校⾵⼟は魔法の杖

ともすると、私たちは⼦どもやその背景にある家庭環境に興味
が⾏ってしまうが、それでは⼗分ではない。
これまで、学校⾵⼟のようなものを捉える試みは⾏われてきた。
しかし、その多くは⼦どもの学校適応や満⾜度など、⼦どもの問
題を測定している可能性がある。私たちが注⽬すべきは、⼦ども
の問題ではなく、環境（学校⾵⼟）や学校の在り⽅である。
また⼦どもが捉える学校⾵⼟は、教師が感じる学校⾵⼟と違
うことは、数々の研究から明らかである。
よって、私たちは、科学的に正確に、⼦どもの考える学校⾵
⼟を捉え、課題を把握し、対応しなければならない。
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⽇本⼈成⼈4000⼈に聞いたところ、その55.1％が
学校における傷つき体験（学校ACE）があった。（い
じめが50.5％、教師からの傷つきが20.5％）
⼀⽅、家庭における傷つき体験（ACE）は、
35.9％
学校ACE、ACEともに成⼈期のメンタルヘルスに関連
があったが、引きこもりと関連があったのは、学校ACE
のみ。

学校での傷つきが、社会参加に影響を与えている
学校ACE©研究

Front. Public Health, 26 October 2023 Sec. Public Mental Health
Volume 11 - 2023 | https://doi.org/10.3389/fpubh.2023.1277766
Adverse childhood experiences: impacts on adult mental health and social withdrawal
Manabu Wakuta,Tomoko Nishimura, Yuko Osuka, Nobuaki Tsukui, Michio Takahashi,Masaki Adachi, Toshiaki Suwa, Taiichi Katayama

https://doi.org/10.3389/fpubh.2023.1277766
https://www.frontiersin.org/people/u/2389423
https://www.frontiersin.org/people/u/1396214
https://www.frontiersin.org/people/u/2548046
https://www.frontiersin.org/people/u/2547787
https://www.frontiersin.org/people/u/1712987
https://www.frontiersin.org/people/u/2547760
https://www.frontiersin.org/people/u/2547451
https://www.frontiersin.org/people/u/2418607
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⼦どもの変化に気づくことの⼤切さ
1. ⼦どもの状態・変化は教師には⾒えない可能性がある。
2. 体調不良、⽣活リズムの問題、メンタルヘルスは重要なフラグ。
3. ⼊学、進級など、環境の変化、⾏事などがリスクを⾼めている可能

性がある。

ツール類（NiCoLi、デイケンなど）により、⼦どもの体調や⽣活リズム、
メンタルヘルス不調を可視化
リスクがあると分かったらすぐに対応するフォローアップシステムを

31
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科学的に正しいことの重要性
l 学校⾵⼟も、⼦どものメンタルヘルスも、⾒えにくく、曖昧である。
l だからこそ、科学を使って正しく計測する必要がある。
l まだまだ研究途上。学校で使えるエビデンスを創出するためには、学校現場と研
究のさらなるコラボレーションが必要。
・ 学校、教育現場の科学への理解
・ 現場の状況がわかり、社会実装を進められる研究者の養成

32
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公益社団法⼈ ⼦どもの発達科学研究所とは・・・
私たちは⼦育て、教育の現場に科学を提供します。
• ⼦どもの発達科学研究所では、「発達を科学する」ことにこだわり、これまで保守的で、個⼈の経験や知識・スキ
ルに負うことが中⼼だった学校教育、発達⽀援の現場に科学を持ち込みます。すなわち、単なるアンケートではな
い、科学的根拠に基づいた調査の実施と、その解析結果に基づいた質の⾼い⽀援を実現し、⼦どもたちの健全
な発達を守ります。こうした科学的根拠に基づく実践は、広く社会全体で共有される知識となり、あまねく社会全
体の発展に貢献します。

【実績（抜粋）】
• ⼤阪府吹⽥市、すいたGre・ENスクールプロジェクト︓『いじめ予防プログラムトリプルチェン
ジ』を展開 NHKスペシャルにて放映

• こども家庭庁、学校外からのアプローチによるいじめ解消の仕組みづくりに向けた⼿法
の開発・実証事業︓専⾨機関として2023年度は８⾃治体、2024年度は12⾃治体の伴⾛⽀
援等を⾏っている。

• ⽂部科学省委託事業、不登校要因調査︓⼭梨県、宮崎県延岡市、⼤阪府吹⽥市、広島
県府中市の教育委員会の協⼒を得て、調査研究を実施。
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調査ツールの提供
06. まとめにかえて︓⼦どもの発達科学研究所とは

【実績（抜粋）】
• ⼤阪府吹⽥市︓全ての⼩中学校でデイケンを実施中。昨年度はモデ
ル校について、デイケン、NiCoLi、学校⾵⼟調査の３つのツールを展開。

• 東京都品川区︓全ての⼩中学校で、デイケン、NiCoLi、学校⾵⼟調
査、いじめDアンケートの４ツールを展開。いじめ予防プログラムトリプルチェ
ンジ、教員研修も実施。

【研究所のツール類の紹介】
こころとからだの連絡帳デイケン︓毎朝の健康観察をデジタル化。⼦どもの体調、メンタルヘルス等の毎⽇の変化を
取得し、リスクの状態を把握することが可能。援助要請機能により、⼦どもたちの安⼼安全を確保。
こころの健康観察NiCoLi︓捉えにくいがいじめ被害や不登校の予兆である⼦どものメンタルヘルスを正確に測定。個
別のフィードバック票は、⾯談や専⾨機関との連携に使⽤できる。
学校⾵⼟調査︓学校⾵⼟の状況を⽇本で唯⼀、科学的に正しく計測できるだけでなく、学校⾵⼟向上のために何を
すべきかがわかる
いじめDアンケート︓いじめ防⽌対策推進法にある「いじめアンケート」を完全デジタル化。学校でのいじめ被害や⽬撃、
対応の状況を⼀元管理し、⼀⼈ひとりのこれまでの経緯も把握可能。
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不登校要因調査は、以下のHPからダウンロードすることが
可能です。

公益社団法⼈ ⼦どもの発達科学研究所
https://kohatsu.org/20240325research-report/


